
貨
物
会
社
は
回
答

１
．
２
０
１
８
年
度
の

新
賃
金
に
つ
い
て
は
、

定
期
昇
給
（
４
号
俸
）

及
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
３

０
０

円
を
実
施
す
る
。

２
．
55

歳
以
上
の
社
員

に
つ
い
て
は
、
基
本
給

に
１
，
８
０
０
円
を
加

算
す
る
。

３
．
嘱
託
社
員
に
つ
い

て
は
、
基
本
給
に
３
０

０
円
を
加
算
す
る
。

回
答
に
対
し
組
合
は

わ
ず
か
３
０
０
円
と
低

額
回
答
で
あ
り
、
納
得

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

我
々
は
こ
れ
ま
で
の

交
渉
に
お
い
て
、
18

年

連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
や
一
時

金
の
減
額
な
ど
で
社
員

の
生
活
実
態
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。
春
闘
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
「
賃
金

が
安
い
」
「
休
み
が
入

ら
な
い
」
「
人
手
が
足

り
な
い
」
と
会
社
へ
の

不
満
を
訴
え
て
い
る
。

長
引
く
低
賃
金
構
造

で
、
毎
年
多
く
の
若
年

社
員
の
退
職
が
後
を
絶

た
な
い
現
状
を
打
開
す

る
た
め
に
も
、
大
幅
な

賃
上
げ
は
待
っ
た
な
し

の
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
鉄
道
事
業
の

最

大

の

業

務

基

盤

は

「
安
全
」
で
あ
る
と
し

て
い
る
が
、
現
状
は
安

全
を
担
う
要
員
が
不
足

し
て
お
り
、
列
車
が
長

時
間
抑
止
さ
れ
て
も
代

替
要
員
が
お
ら
ず
、
30

時
間
以
上
も
機
関
車
の

中
に
缶
詰
の
状
態
か
ら
、

運
転
を
再
開
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
安
全
が
損

な
わ
れ
て
い
る
。

来
年
度
計
画
で
は
経

常
利
益
89
億
円
の
達
成

を
目
指
す

と
し
て

い
る
が
、

要
員
不

足
の
中
で
も
頑
張
っ

て
い
る
社

員
が
い

な
け
れ
ば

計
画
は

達
成
で
き
な
い
。

社
員
の

生
活
向

上
や
社
員

の
苦
労

を
踏
ま
え
て
、
19

年
ぶ
り
と

な
る
ベ

ア
を
実
施

し
た
こ

と
に
対
し

、
一
定

の
評
価
を

す
る
も

の
の
、
わ

ず
か
３

０
０
円
で

は
我
々

の
生
活
は

改
善
さ

れ
ず
、
こ

の
よ
う

な
回
答
を

受
け
入

れ
る
わ
け

に
は
い

か
な
い
。

「
再
検

討
し
再

回
答
を
求
め
る
」
と
強

く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

し
か
し
会
社
は
、
社

員
の
努
力
や
苦
労
を
は

十
分
理
解
し
て
ベ
ア
を

実

施

し

た

。

こ

れ

が

「
熟
慮
し
た
結
果
の
最

終
回
答
で
あ
る
」
と
譲

ら
な
か
っ
た
た
め
、
持

ち
帰
り
検
討
と
し
ま
し

た
。

東
日
本
大
震
災

が
起
き
て
3
月
11

日
で
7
年
目
。
事

故
が
起
き
て
、
４

月
か
ら
原
発
ゼ
ロ

の
記
事
を
載
せ
て

ま
す
。
復
興
も
ま

だ
道
半
ば
、
原
発

事
故
は
い
ま
だ
に

解
決
の
糸
口
も
で

き
て
い
な
い
中
、

安
倍
政
権
は
、
原
発
再
稼

働
を
進
め
て
い
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
は
、
事

故
に
よ
り
、
原
子
炉
圧
力

容
器
内
の
核
燃
料
が
溶
け

落
ち
、
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
水
素
が
発
生
。
そ
の
水

素
に
よ
り
水
素
爆
発
が
発

生
し
ま
し
た
。
現
在
、
1

号
機
～
３
号
機
の
原
子
炉

格
納
容
器
内
に
は
、
融
解

し
て
周
り
の
構
造
物
と
と

も

に

固

化

し

た

燃

料

（
「
燃
料
デ
ブ
リ
」
と
呼

び
ま
す
）
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
で
発
生
し
た
福
島

県
内
の
指
定
廃
棄
物
（
１

キ
ロ
当
た
り
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
が
８
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
超
１
０
万
ベ
ク

レ
ル
以
下
）
な
ど
を
埋
め

立
て
る
同
県
富
岡
町
の
最

終
処
分
場
に
廃
棄
物
の
搬

入
を
始
め
た
。
同
原
発
事

故
起
因
の
指
定
廃
棄
物
は

１
１
都
県
に
９
月
末
現
在

で
総
計
20

万
ト
ン
が
一
時

保
管
さ
れ
て
お
り
、
う
ち

福
島
県
は
33

市
町
村
に
計

約
17
万
２
０
０
０
ト
ン
。

指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
稼
働
は
全
国
で
初
め
て
。

現
場
は
廃
炉
を
は
ば
む

高
線
量
で
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
は
こ
の
１
年
間

で
、
よ
う
や
く
溶
け
落
ち

た
核
燃
料
と
み
ら
れ
る
物

体
が
見
つ
か
り
、
核
燃
料

プ
ー
ル
か
ら
燃
料
の
取
り

出
し
に
向
け
た
準
備
も
進

ん
で
い
ま
す
。
構
内
で
は
、

高
線
量
の
中
で
険
し
く
先

の
見
え
な
い
事
故
収
束
作

業
が
続
き
ま
す
。

３
号
機
の
最
上
階
の
放
射

線
量
は
事
故
直
後
、
最
大

で
１
時
間
当
た
り
約
２
シ
ー

ベ
ル
ト
。
数
時
間
い
た
だ

け
で
死
に
至
り
、
作
業
員

の
被
ば
く
限
度
（
年
間
５

０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
に

１
分
半
程
度
で
到
達
す
る

高
線
量
で
す
。
が
れ
き
撤

去
や
除
染
、
遮
蔽
体
の
設

置
な
ど
で
、
現
在
、
ド
ー

ム
屋
根
内
で
は
１
時
間
当

た
り
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
作
業
は
１
日

１
～
２
時
間
程
度
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発

６
、
７
号
機
（
新
潟
県
柏

崎
市
、
刈
羽
村
）
が
新
規

制
基
準
に
適
合
す
る
と
認

め
た
審
査
書
を
正
式
決
定

し
た
。
東
電
が
事
故
を
起

こ
し
た
福
島
第
１
原
発
と

同

じ

沸

騰

水

型

原

子

炉

（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
が
、
再
稼
働

に
必
要
な
審
査
に
合
格
し

た
の
は
初
め
て
。
合
格
は

東
電
の
原
発
と
し
て
も
初

で
、
全
国
７
原
発
１
４
基

と
な
っ
た
。

福
島
原
発
事
故
の
原
因

は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な

い
。
福
島
県
に
よ
る
と
５

万
人
以
上
が
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
廃
炉
な
ど

の
事
故
処
理
に
巨
額
の
国

費
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
つ
く

り
だ
し
た
の
に
、
何
一
つ

解
決
で
き
て
い
な
い
の
が

東
電
で
あ
る
。
原
発
再
稼

働
の
「
お
墨
付
き
」
を
受

け
る
資
格
が
あ
る
と
は
言

い
難
い
。
規
制
委
は
原
発

に
つ
い
て
独
立
し
て
公
平

公
正
な
判
断
を
し
て
い
る

の
か
。
国
民
は
常
に
注
目

し
て
い
る
。
明
確
な
説
明

を
求
め
た
い
。

子どもの脳に有害な化学物質のお話 水野玲子書
世界の科学者が警告する身の回りの科学物質の危険性。

今、あなたにできる予防策!知ると知らないでは大ちがい!

有害物質からあなたをと子どもを
守るためのポイント

食
農薬が少ない野菜や果物を選ぶ
妊娠中は水レベルの高い大型の魚（マグロなど）の食べ過
ぎに注意する
プラスチック製品の使用を減らす。とくに柔らかいプラス
チックを避ける。
食品を電子レンジにかけるときは、プラスチック容器を使
わない。
フッ素樹脂加工やアルムニュウム製の調理器具を使用しな
い。
レトルトパック入りの食品を、袋ごと鍋で温めない。

衣類
子どもの近くで防水スプレーを使用しない。
抗菌グッズの購入を減らし、防カビ加工のソックス、靴、
衣類は避ける。
変形安定加工の衣類を購入しない。
消臭除菌スプレーの使用を避ける。

洗浄化粧品
薬用せっけんより、普通のせっけんを使う。
合成洗剤よりせっけんを使用し、柔軟剤の使用を控える。
合成香料入りのにおいのきつい製品を避ける。
フッ素入り歯みがき剤は使用しない。
妊娠中のヘアカラーやネイル、とくに子どものヘアカラー
やめる。
妊娠中の化粧品の使用は最低限にし、オーガニック、無香
料、無添加を選ぶ。

薬
抗生物質の使用は必要最小限にして、抗菌剤はなるべく使
わない。

殺虫除草
家庭での殺虫剤の使用はやめる。
室内でペットのノミダニ退治の薬剤を使用しない。
ベビーカーや子ども部屋に殺虫プレートを吊るさない。
保育園学校などでは殺虫剤や除草を使用しないように要
請する。

家建材
新しい製品からは有害物質がたくさん揮発するため、妊娠
中は新しい家や、車、家具などの購入を少なくする。
家のフローリングは合成樹脂製ではなく、天然の木材を選
ぶ。
防炎加工の製品より、天然素材の製品を選ぶ。
赤ちゃんがハイハイする床はしっかりと清掃する。
消臭剤には天然もののアロマオイルなどのを選ぶ

心得５カ条
テレビコマーシャルを鵜呑みにせず、自分で情報を集めて
確かめる。
ネット情報は慎重に調べてから判断する。
有害物質は胎児や乳幼児に対して影響が大きいことを、肝
に銘じる。
製品の成分に疑問があるときは、直接メーカーに問い合わ
せる。
危険性を示す証拠がそろうまえに、予防原則で早めに対応
する。

発行=食べもの通信社 定価=1300円+税

人間が健康に生きて行く為に 103

建交労鉄道

岩手地本
201８年 3月20日

NO103号

発行責任者
須 藤 清 成

103号 建交労鉄道岩手地本新聞 2018年3月20日103号 建交労鉄道岩手地本新聞 2018年3月20日

建
交
労
鉄
道
宮
城
地
本
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行

Ｊ
Ｒ
貨
物
・
19
年
ぶ
り
の
ベ
ア
実
施
も

「
ベ
ア
３
０
０
円
」
の
低
額
回
答

貨
物
会
社
は
、
物
価
上
昇
や
皆
さ
ん
の
生
活
向
上
も
考
慮
し
つ
つ
、
こ
れ

ま
で
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
を
踏
ま
え
、
今
後
の
奮
闘
を
期
待
し
、
19
年
ぶ
り

と
な
る
ベ
ア
を
実
施
す
る
と
い
う
大
き
な
決
断
を
致
し
ま
し
た
と
し
て
「
ベ

ア
３
０
０
円
」
の
低
額
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

鉄
道
本
部
の
「
２
０
１
８
年
度
賃
上
げ
要
求
」
に
対
し
、
19
年
ぶ
り
と
な

る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
わ
ず
か
３
０
０
円
と
低
額
回

答
で
あ
り
、
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

及
川
和
夫
さ
ん
3
月
を
も
っ
て
退
職

52
年
鉄
道
路
一
筋
に
働
い
て
き
ま
し
た
。

昭
和
41
年
に
盛
岡
機
関
区
北
上
支
区
に
就
職
し
。
43
年

11
月
青
森
機
関
区
に
配
属
さ
れ
、
検
修
職
場
か
ら
52
年
に

乗
務
員
と
な
り
、
盛
岡
機
関
区
に
配
属
。
そ
の
後
一
関
・

仙
台
・
盛
岡
と
転
勤
し
電
気
機
関
車
・
デ
ー
ゼ
ル
機
関
車

運
転
士
を
し
て
い
ま
し
た
。
60
歳
で
現
在
の
Ｊ
Ｒ
貨
物
東

北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
盛
岡
営
業
所
で
、
入
れ
換
業
務
を
遂

行
し
て
き
ま
し
た
。

長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

２０１８年４月１日現在 ベ・ア諸元（推計）
１．社員数（貨物会社帰属） ５，３８７人（昨年５，５３６人）△１４９人

２．平均年齢 ３９．５歳（昨年４０．１歳）

３．平均勤続 １９．６年（昨年２０．１歳）

４．平均基準内賃金 ５５歳未満 ２７１，６８７円（昨年２６７，２７０円）

５５歳以上 ３２１，１９８円（昨年３１６，９７５円）

対象者 ５５歳未満 ４，１１９人（昨年４，１１３人）＋ ６人

５５歳以上 ８３３人（昨年 ９３２人）△９９人

５．４号俸の昇給額（率） ５，５２６円（２．２４％）

（昨年５，７９８円（２．１７％））



鉄
道
宮
城
地
本
組
合
員

（
乗
務
員
）
３
名
が
ス

ト
ラ
イ
キ
突
入

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
我
々
が

求
め
て
い
る
春
闘
要
求

に
対
し
、
「
ベ
ア
は
実
施

で
き
な
い
」
と
不
当
な
考

え
を
示
し
、
14
日
の
回
答

指
定
日
ま
で
に
回
答
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
建

交
労
鉄
道
宮
城
地
方
本

部
は
、
３
月
15
日
０
時
か

ら
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入

し
ま
し
た
。

18
年
連
続
す
る
ベ
ア

ゼ
ロ
・
一
時
金
の
減
額
・

生
活
改
善
要
求
獲
得
!

12
時
15
分
か
ら
は
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
仙
台
総
合
鉄
道

部
検
修
庫
前
の
道
路
で

ス
ト
ラ
イ
キ
決
起
集
会

を
開
催
し
、
大
江
委
員
長

が
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
で
は
、
18

年
連
続
す
る
ベ
ア
ゼ
ロ

や
一
時
金
の
減
額
に
よ

り
多
く
の
若
年
労
働
者

が
会
社
を
辞
め
て
お
り
、

新
規
採
用
を
募
っ
て
も
募

集
人
員
に
充
た
ず
、
要
員

不
足
が
加
速
し
て
い
る
。

我
々
労
働
者
の
生
活

改
善
の
た
め
の
も

３
６
０
０
０
円
の

賃
上
げ
は
不
可
欠

で
あ
る
。
本
日
は

要
求
獲
得
の
た
め

３
名
の
組
合
員
が

ス
ト
ラ
イ
キ
を
決

起
し
て
た
た
か
っ

て
い
る
。
」
と
訴

え
ま
し
た
。

決
起
集
会
に
は
、

宮
城
県
労
連
、
医
労
連
、

宮
城
一
般
な
ど
の
労
働

組
合
の
代
表
が
連
帯
の

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
で
た
た

か
っ
て
い
る
組
合
員
を
代

表
し
て
、
松
谷
雅
弘
さ
ん

が
決
意
表
明
を
行
い
、

「
働
く
仲
間
は
ベ
ア
な
し
、

一
時
金
の
大
幅
減
額
、
手

当
の
削
減
で
苦
し
ん
で

い
ま
す
。
大
幅
賃
上
げ
と

諸
要
求
獲
得
の
た
め
最

後
ま
で
た
た
か
い
ぬ
き

ま
す
」
と
強
く
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
阿
部
副
委
員

長
の
「
大
幅
賃
上
げ
を
実

地
し
ろ
」
「
要
員
不
足
を

解
消
し
ろ
」
「
労
働
者
の

生
活
を
守
れ
」
と
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
と
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
、
決
起
集
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

３
月
７
日
（
水
）
午
前

10
時
建
交
労
は
、
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
で
全
国
各

地
か
ら
２
７
６
人
の
仲
間

が
結
集
し
て
18
春
闘
中
央

行
動
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
角
田
季
代
子

委
員
長
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、

全
労
連
・
岩
橋
祐
治
副
議

長
、
日
本
共
産
党
・
山
添

拓
参
議
院
議
員
か
ら
激
励

と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
う

け
、
廣
瀬
肇
書
記
長
が
秋

闘
か
ら
の
と
り
く
み
と
行

動
提
起
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。各

地
の
闘
い
の
報
告
及

び
決
意
表
明
で
は
、
「
沖

縄
県
本
部
、
全
国
ト
ラ
ッ

ク
部
会
、
労
災
職
業
病
部

会
、
学
童
保
育
部
会
、
鉄

道
本
部
」
の
代
表
者
が
発

言
し
ま
し
た
。

鉄
道
本
部
安
部
執
行
委

員
は
、
鉄
道
で
は
仙
台
・

大
阪
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背

に
賃
上
げ
の
底
上
げ
を
勝

ち
と
り
、
闘
う
建
交
労
の

姿
を
地
域
に
示
し
て
い
き

た
い
。
仙
台
の
職
場
で
は
、

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
職
場

の
過
半
数
以
上
を
集
め
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
要
求

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ス
ト
を

行
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
は
安
全
、

安
心
を
な
い
が
し
ろ
に
し

て
い
る
。
私
た
ち
は
住
民

を
守
り
、
仲
間
を
守
り
、

地
域
を
守
る
安
全
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
き

ま
す
と
決
意
表
明
し
ま
し

た
。最

後
に
相
木
伸
之
副
委

員
長
の
発
声
に
よ
り
、
参

加
者
全
員
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
唱
和
し
閉
会
し

ま
し
た
。

個
人
請
願
書
４
４
２

５
筆
（
岩
手
１
６
７
筆
）

を
厚
労
省
へ
提
出

午
後
か
ら
は
、
厚
生
労

働
省
や
国
土
交
通
省
と
の

交
渉
、
国
会
議
員
へ
の
要

請
行
動
、
建
設
産
別
対
策

委
員
会
に
よ
る
ゼ
ネ
コ
ン

要
請
な
ど
、
終
日
に
わ
た
っ

て
業
種
部
会
ご
と
の
と
り

く
み
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。午

後
か
ら
鉄
道
本
部
は
、

国
土
交
通
省
と
交
渉
を
行

い
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
復
旧

工
事
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

責
任
で
行
う
こ
と
。

信
越
本
線
で
雪
害
の
た

め
長
時
間
に
わ
た
り
列
車

が
立
ち
往
生
し
た
。
国
鉄

時
代
に
あ
つ
た
ラ
ッ
セ
ル

車
を
無
く
し
た
。
再
発
防

止
対
策
を
Ｊ
Ｒ
会
社
に
指

導
す
る
こ
と
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設
に

よ
る
ゼ
ネ
コ
ン
談
合
は
、

国
が
３
兆
円
の
巨
額
な
融

資
が
行
わ
れ
た
の
が
背
景

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

３
兆
円
の
金
を
北
海
道
・

四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
振
り

分
け
る
と
。
在
来
線
廃
止

を
し
な
く
て
済
む
。
そ
の

こ
と
で
、
国
は
、
地
域
社

会
に
大
き
な
貢
献
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
資
金
の
あ

る
所
に
融
資
す
る
の
で
は

な
く
、
地
域
の
足
を
守
る

た
め
に
税
金
を
使
用
す
る

こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

絆・団結が強まるストライキ
ＪＲ貨物は大幅賃上げで労働者の生活を守れ！

ＪＲ貨物仙台総合鉄道部検修庫前

でストライキ決起集会
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Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
産
業
本
部
東
北
支
部
岩
手
分
会
早
朝
ス
ト

18
春
闘
50
万
人
統
一
行
動
日
。
国
民
春
闘
統
一
行
動
と
し

て
、
通
信
労
組
が
３
・
15
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
、
集
会
は
中

央
通
り
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
岩
手
支
店
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

激
励
に
、
い
わ
て
労
連
・
盛
岡
労
連
・
岩
手
県
国
公
・
郵

政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
・
建
交
労
鉄
道
・
医
大
・
農
協
労

組
が
駆
け
つ
け
、
早
朝
宣
伝
、
チ
ラ
シ
ま
き
を
行
い
、
連
帯

の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

工
藤
郁
夫
分
会
長
の
「
18
春
闘
、
８
時
間
働
い
て
生
活
で

き
る
賃
金
を
目
指
し
」
共
に
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
ス
ト
ラ
イ

キ
突
入
集
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

共
に
春
闘
を
闘
い
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
と
り
、
労
働
条
件

向
上
め
ざ
し
、
働
き
方
改
革
を
廃
案
に
、
安
倍
政
権
を
打
倒
し
ま
し
ょ
う
。

「
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お
け
る
た

た
か
う
方
向
性
に
つ
い
て
」

講
師

大
江
委
員
長

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
18
年
間

ゼ
ロ
に
よ
る
給
料
の
実
態
。

平
成
12
年
度
と
平
成
28
年

度

を

比

較

し

た

資

料

で

は

、

健

康
保
険
・
厚
生
年
金
・
所

得
税
・
住
民
税
・
雇
用
保

険
が
高
騰
し
て
い
る
。
旅

費
・
祝
日
手
当
の
廃
止
。

手
当
・
ボ
ー
ナ
ス
の
減
額
。

平
成
12
年
よ
り
所
得
が
減

額
し
て
い
て
、
若
年
退
職

者
の
理
由
に
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
鉄
道
事
業

の
収
支
が
悪
い
こ
と
を
理

由
に
労
働
者
の
賃
金
を
抑

制
し
て
き
た
。
し
か
し
鉄

道
事
業
は
景
気
や
自
然
災

害
の
影
響
を
大
き
く
受
け

る
こ
と
か
ら
安
定
し
た
収

入
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
関
連
事
業
を
含
め

れ
ば
88
億
円
の
経
常
利
益

を
上
げ
て
い
る
。
ト
ー
タ

ル
的
な
利
益
の
中
か
ら
労

働
者
に
還
元
す
べ
き
で
あ

る
。
声
を
上
げ
て
要
求
を

勝
ち
と
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

参
加
者
か
ら
、
ス
ト
を

や
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り

良
い
勉
強
に
な
っ
た
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
決
起
集
会
終
了
後
、

学
習
会
を
開
催

２
０
１
８
年
春
闘
勝
利
を
め
ざ
す

建
交
労
3.7
中
央
行
動
を
開
催

２
０
１
８
春
闘
３
・
15
全
国
統
一
行
動
に
、
建
交
労

鉄
道
宮
城
地
方
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
仙
台
総
鉄
部
に
お

い
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
起
し
ま
し
た
。
鉄
道
宮
城
は
、

７
年
前
、
仙
台
総
鉄
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
中
止
を
し
て
い
ま
す
。

スト突入集会

シュプレヒコール
通信労組と支援組合

全国各地から２７６人

のシュプレヒコール

国土交通省の交渉


